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要 　　　約

看護学生�	�名と栄養科学生�
名を対象に，アダルト・チルドレンの特性（以下��特性と略記）が

看護学生と他学部学生で差があるのか，また，��特性と対人関係のストレスの自覚との関係を明ら
かにすることであった．
看護学生の ��得点の平均値は�	���（��＝
���），栄養科学生の平均値は
��	（��＝
���）で有

意差（��	�	�）は認められなかった．対人関係でのストレスの自覚の程度の合計平均値は，看護学生
����（��＝����），栄養科学生の平均値は����（��＝���
）で有意（��	�	�）に看護学生が高かっ
た．��得点と対人関係のストレスの自覚の程度をピアソンの積率相関係数にて検討した結果，	����
（��	�	�）で比較的強い相関が認められた．看護学生のみに，「親との対人関係」や「先輩・教員との
対人関係」でのストレスの自覚と ��得点に相関が認められた．
看護学生に ��特性が高いとは言えないが，��得点の高さとストレスの自覚の強さが関連してい

た．看護学生は，臨地実習などで対人関係を使った学習が要求され，��の心理的特性が対人関係を
経験することで顕在化している可能性が示唆された．

緒 言

看護師のバーンアウト症候群の発生要因として，
アダルト・チルドレン（����� ��������以下��と
略記）や「共依存」が着目されている����．バーア

ウト症候群の予防は，看護の質の保証と看護師のメ
ンタルヘルス向上に重要な課題である．
��特性は，「アルコール依存症家族」や「機能

不全家族」に育った子供が成人していることを総称
する��．��特性は，アルコール依存症の家族の中
で子供時代を送った大人たちを指していた．現在で
は，「お金・仕事・学歴だけが重視される家族」「他
人の目だけを気にする表面だけ良い家族」「親が病
気がち・留守がちな家族」「両親の仲が悪いけんかの

絶えない家族」「嫁姑の仲が悪い家族」等の「機能不
全家族」を含めている����．本研究においても，こ
の定義に基づいて ��特性とする．��特性は，誰
でも幾分かはそういう傾向をもっているものであっ
て病気の概念ではないが，精神保健活動として注目
されている����．

��特性は，看護師，心理カウンセラー，ケース
ワーカー及び介護福祉士など援助専門職を目指す
人々に多いと指摘されている������．また，��特性
は，「共依存」といった歪んだ対人関係に陥りやすい

とも指摘されている����．しかし，これらについて
実証的な研究は十分になされていない．
そこで本研究では，看護学生は他学部（栄養科）
学生に比べ ��特性に差があるのか，��特性が対
人関係におけるストレスの自覚に差があるのかを検
討したのでここに報告する．

研 究 方 法

対象者は，�県内の同意が得られた看護学生��

名と栄養科学生�
名であった．その内有効回答者は

看護学生�	�名（有効回答率�
�
��），栄養科学生�

名（�		�）を分析対象とした．�		
年 �月質問紙
調査を実施した．調査の目的等の説明，調査用紙の
配布，回収は調査者自身で行った．
倫理的配慮として，回答は無記名とし，また自由

意志であり，回答しなくても不利益を被らないこと，
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プライバシーの保護を口頭で説明した．
以下に質問紙の構成を示す．
�）年齢，性別，学科等の基本的属性
�）��特性には， �����! "#の著書に記載され

ている ��の心理的特徴をもとに，緒方の訳を用
いて筆者らが作成した「アダルト・チルドレン尺度
（��尺度）」を用いた ��	�
�．（表 �）��尺度の各項
目について「はい」 �点「どちらともいえない」 �
点「いいえ」 	点で自由記入式に採点し，合計得点
を ��得点とした．

表 � アダルト・チルドレン尺度（��尺度）

�）対人関係のストレスの自覚の程度には，$%!%��&

の定義や宗像の「日常いらだち尺度」を参考にして，
「親との対人関係」「友人との対人関係」「先輩・教員
との対人関係」にそれぞれ「大変強く感じる」 �点
「強く感じる」
点「感じる」�点「少し感じる」�
点「感じない」 �点の �段階で質問した ������．
分析は，�'�� �������("を用いて単回帰分析を

行った．

結 果

�．看護学生と栄養科学生の ��得点

看護学生と栄養科学生にアダルト・チルドレン

尺度を用い調査した結果は表 �に示した．�� 得
点の看護学生と栄養科学性を合わせた全体平均値
は�	���（��)
��
）で，看護学生の平均値は�	���
（��)
���），栄養科学生の平均値は
��	（��)
��
）
で有意差（��	�	�）は認められなかった．
��特性のスクリーニングのラインと考えられてい

る��得点��点以上の者の割合を検討し表 �に示し
た．看護学生の��点以上は，�	�人中

人（
����），

表 � 看護学生と栄養科学生の ��得点平均の比較

表 � 学科別 ��得点の割合

栄養科学生�
人中��人（�
���）で有意差（��	�	�）
は認められなかった．
�．対人関係でのストレスの自覚の程度

対人関係でのストレスの自覚の程度は，表 
に示
した．「親との関係」「友人との関係」「先輩・教員と
の関係」の �項目全を合計した平均値は，看護学生
����（��)����）で，栄養科学生は����（��)���
）
で有意（��	�	�）に看護学生が高かった．「親との
関係」「友人との関係」「先輩・教員との関係」別で
検討すると，「友人との対人関係」でのみ看護学生が
有意（��	�	�）に高かった．

表 � 看護学生と栄養科学生の対人関係におけるストレス
の自覚

�．��得点と対人関係のストレスの自覚の程度と

の関係

�� 得点と対人関係のストレスの自覚の程度を
ピアソンの積率相関係数にて検討し表 �，表 �に示
した．

表 � 看護学生の ��得点と対人関係ストレスの自覚との
相関関係（�	�
�）
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表 � 栄養科学生の ��得点と対人関係ストレスの自覚と
の相関関係（�	��）

看護学生の �� 得点と対人関係の合計の相関係
数は	��

（��	�	�），「親との対人関係」は	���

（��	�	�），「友人との対人関係」は	����（��	�	�），
「先輩・教員との対人関係」は	�
��（��	�	�）で比
較的強い相関が認められた．
栄養科学生では，対人関係の合計点の相関係数は
	����（��	�	�）で，「友人との関係」は	���
（��	�	�）
で，「親との対人関係」「先輩・教員との対人関係」

には相関は認められなかった．
��得点と対人関係のストレスの自覚との関係で，

看護学生にのみ強い相関があった「親との関係」「先
輩・教員との関係」と ��尺度の項目ごとで検討し
た結果は表 �に示した．
「親との対人関係」のストレスの自覚の程度と ��
項目との相関関係では，�� 
の相関係数が	���	
（��	�	�）で比較的強い相関が認められ，�� �，
�� � ，�� �，�� �の項目が有意（��	�	�）に相

関していた．

「先輩・教員との対人関係」では，�� �との相
関係数	����（��	�	�），�� �との相関係数	����
（��	�	�），�� �との相関係数	����（��	�	�）で
強い相関が認められ，�� �，�� 
の項目で有意

（��	�	�）に相関していた．

考 察

�．看護学生と栄養科学生の ��得点

��特性も持つ人々は，援助を専門職とする看護
師などを職業選択する傾向があるとされている．こ
うした意見は，��%���% *�%�+���が「私は親のよ
うにならない」で紹介された，アダルト・チルドレ
ンの �つの役割に示された，「なだめ役」の特性や
���, �＆  ���%�� �らの「死にたいぐらい世話焼

きしたい」の出版に影響している���．「なだめ役」と
は，「子供のころには，他人の情緒的な要求に答える
のに忙しくして，暖かくて，敏感で世話焼きである．
仕事上でも私生活でも他人の手助けや世話を焼きた
がる．職場でも雰囲気をやわらげようとする．恋愛
相手や配偶者にも世話を焼き，ある意味では，相手
の自立を妨げたり，甘えさせてしまう．また，そう
いう世話を焼いてもらわなければならないような，
こころに傷を持った人に引き寄せられてしまう．」���

ことである．��特性の世話焼きは，職業選択にお
いて，看護師などの援助専門職を選ぶ傾向があると
言うことである．
本調査の看護学生と栄養科学生に ��尺度を用い

表 � 看護学生の ��項目と親・友人・先輩・先生との対人関係のストレスの自覚との相関関係
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調査結果では，看護学生の��得点の平均値は�	���
（��)
���），栄養科学生の平均値は
��	（��)
��
）
で有意差（��	�	�）は認められなかった．��得点の
高い人の割合を，��点以上の者と��点以下で検討し

たが，看護学生で��点以上は�	�人中

人（
����），
栄養科学生�
人中��人（�
���）で看護学生に多い傾
向はあったが有意差（��	�	�）は認められなかった．
今回の調査対象は，看護学生と栄養科といった同

じ医療福祉系の大学生が対象であったため，明らか
な違いが認められなかったとも考えられるが，看護
学生に ��特性が多いとは認められなかった．
細見は，看護師とサービスに関わらない事務職員

での「共依存」の傾向を調査しているが，有意差がな

かったとしている��．また，山口らが看護女子学生
と看護以外を専攻する女子学生を対象に共依存傾向
の調査をしているが，差はなかったとしている���．
「共依存」と援助専門職との関係の報告は認められ
るが ��特性との関係の調査報告は認められない．
��特性と「共依存」とは，同じ現象であるが，��
特性は「個人」の内面に焦点をあてているのに対し，
「共依存」は，人間関係に焦点が当てられている���．
本調査で，看護学生と他学科学生で ��特性には

差がなかったこと，山口らや，細見らの報告におい
ても差がなかったことから，看護を志す人に ��特
性や「共依存」の傾向が高いとは言えない．しかし，
本研究で看護学生と比較した対象は同じ医療福祉系
の大学であること，細見の調査対象も同じ病院職員
であることから，看護師などの援助専門職といった
対象に広げると，��特性が多いのか，差がないの
かを結論付けることには無理がある． 　
�．��得点と対人関係のストレスの自覚の程度と

の関係

��特性は，人間関係において「共依存」と呼ば
れる歪んだ関係に陥りやすい，これは他者を妄想的
に支配しようとする一方で，他者から必要とされる
自分であろうと必死に努力する心理的特徴に由来す
る．こうした ��の心理的特徴は，対人関係におい
てストレスを感じやすいと考えられ，��得点と対
人関係のストレスの自覚の程度をピアソンの積率相
関係数にて検討した．その結果，看護学生，栄養科

学生共に比較的強い相関が認められ，��得点の高
い人ほど対人関係でのストレスを強く自覚している
ことが確認された．
ストレスの自覚とは，「環境からの刺激が個人の対

処能力を超えたと認識される時に個人は自身をスト
レス下にあるとみなし，それに付随してネガティブ
な情動反応を経験すること」���である．看護学生や
栄養科学生は，環境からの刺激である対人関係で，

学生個々の対処能力を超えたと認識している学生と，
��得点の高い学生で相関している．
本研究結果から，��特性は，ストレス対処能力

に影響しているといえ，��特性に見られる「共依

存」といった歪んだ対人関係が対人関係におけるス
トレス対処能力を低下させている要因のひとつであ
る可能性が示唆される．
学生に対人関係でのストレスの自覚の程度を �段

階で，「親との関係」「友人との関係」「先輩・教員と
の関係」の �項目で調査した結果，�項目の合計の
平均値は，看護学生は����（��)����）で，栄養科
が����（��)���
）で有意（��	�	�）に看護学生が
高かった．「親との関係」「友人との関係」「先輩・教

員との関係」で検討すると，「友人との対人関係」で
のみ看護学生が有意（��	�	�）に高かった．
看護師は，対人関係を使って看護をする専門職で

ありながら，看護学生は学生時代から，対人関係に
ストレスを強く感じている者が多い結果であった．
特に学習や日常生活を共にしている，友人との対人
関係にストレスを栄養科学生より強く自覚していた．
看護学生の �� 得点と対人関係のストレスの自

覚の合計点の相関係数は	��

（��	�	�），「親との

対人関係」は	���
（��	�	�），「友人との対人関係」
は	����（��	�	�），「先輩・教員との対人関係」は
	�
��（��	�	�）で，すべてに比較的強い相関が認
められた．栄養科学生では，対人関係のストレスの
自覚の合計点の相関係数は	����（��	�	�）で，「友
人との関係」は	���
（��	�	�）で有意に相関して
いたが，「親との対人関係」「先輩・教員との対人関
係」には相関は認められなかった．
看護学生と栄養科学生で ��特性の割合に違いは

ないが，看護学生では，�� 得点の高い学生の中で
より対人関係に強いストレスを自覚している学生が
いることが推察される．
����� �������� �- �.&-�������%� /%0��.

（��(�）は，「両親の離婚」「両親の仲が悪いけ
んかの絶えない家族」「親との死別」等の「機能不全
家族」の中で，トラウマを経験し，特徴的な性格，
行動特性を身につけて大人になった人を総称してい
る���．佐藤らが，大学生が経験している「外傷体

験」を調査している．その結果，大学生の「外傷体
験」には，「大切な人間関係の崩壊」「大切な人の病
気」「家族の死」「学業上の失敗」などの�	のカテゴ
リーが見出された�	�．さらに佐藤らは，「同性との
大切な人間関係が崩壊されたことがある」学生は，
開示量の増大と苦痛度の低減に関連が認められたこ
とを報告している�	�．看護学生の人間関係での「外
傷体験」に対し何等かの支援がない現状では，看護
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学生は，対人関係でのストレスを自覚している可能
性が推察される．
「親との対人関係」でのストレスの自覚の程度と
��尺度の項目間とに有意差があった項目は，�� 


「私は情け容赦なく自分を批判する」，�� �「私は正
しいと思われるときに疑いを持つ」，�� �「私は本
音を言えるようなときに嘘をつく」，�� �「私は他
人と親密な関係がもてない」，�� �「私は自分が変
化を支配できないと過剰に反応する」であった．「先
輩・教員との対人関係」では，�� �「私は本音を言
えるようなときに嘘をつく」，�� �「私は何でも楽
しむことができない」，�� �「私は自分のことを深
刻に考えすぎる」，�� �「私は最初から最後まで，ひ

とつのことをやり抜くことができない」，�� 
「私
は情け容赦なく自分を批判する」の項目であった．
これらの ��項目の内容をみると，自己評価が低い
様子が伺え「共依存自己」の心理特性を現している．
「共依存自己」とは，「共依存」で見られる恥辱感
や低い自尊心などであり，自由な表現を許さない対
人関係を体験するときに顕在化する．恥辱感や低い
自尊心は，親，親代行者，教師，牧師などの権威者
から「恥を知れ！」「本当に悪い子！」「おまえは駄

目だ！」といった否定的なメッセージや確信，信念，
規則などを何度も耳にして育つことで作られる�
�．
看護学生は，臨床実習などで対人関係を必要とす

る学習を求められる．実習体験での患者，先輩看護
師，教員及び友達との対人関係から，自己評価を低
下させ，「共依存自己」を顕在化させている可能が
ある．
��特性が家族や教員などとの対人関係の中で育

てられた特性であることを考えると，本研究の結果
は，看護学生に対して，何らかの教育的配慮を講じ
る必要性が示唆された．

考 察

看護学生は他学部（栄養科）学生に比べ ��特性
に差があるのか，��特性が対人関係におけるスト
レスの自覚に差があるのかを検討した結果，下記の
ことが明らかになった．
（ �） 看護学生の �� 得点の平均値は�	���

（��)
���），栄養科学生の平均値は
��	（��)
��
）
で有意差（��	�	�）は認められなかった．
（ �） ��得点の高い人の割合を，��点以上の者
と��点以下で検討したが，看護学生と栄養科学生に

有意差（��	�	�）は認められなかった．
（ �）対人関係でのストレスの自覚の程度は，看護
学生は����（��)����）で，栄養科が����（��)���
）
で有意（��	�	�）に看護学生が高かった．
（ 
）対人関係でのストレスの自覚の程度を「親
との関係」「友人との関係」「先輩・教員との関係」
で検討すると，「友人との対人関係」でのみ看護学生
が有意（��	�	�）に高かった．
（ �） ��得点と対人関係のストレスの自覚には

比較的強い相関が認められ，��得点の高い人ほど
対人関係でのストレスを強く自覚していることが確
認された．
（ �）看護学生にのみ，「親との対人関係」「先輩・
教員との対人関係」と ��得点に比較的強い相関が
認められた．
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